
と　き　　平成30年1月20日（土）

ところ　　北海道看護協会　　

保健師職能委員会　水野　芳子

木村　哲也　講師 全体討議の様子

演題応募多数により、終了時間が15時30分より15時45分へ変更となります。
詳しくは、北海道看護協会のホームページをご確認ください。

平成30年度　在宅・介護保険施設等で働く看護職の交流会について

2018（平成 30）年度
保健師職能集会報告

　保健師活動において、今、改めて地区活動を推進する活
動体制の責任や人材育成の推進が求められています。そ
こで、住民の生活の場である地域に出向く公衆衛生看護
活動の原点に立ち返り、これからの保健師の姿を考える
機会とすることを目的に「地域に責任を持った活動のあ
り方と保健師の役割を考える」をテーマに保健師職能集
会を開催しました。
　「公衆衛生看護活動の原点を探る～先輩保健師の語り
から見える保健師の未来～」と題して、「駐在保健婦の時
代」（医学書院）の著者であり、歴史・民俗学者の木村哲也
先生にご講演いただき、その後、GWを行いました。講演
では、高知県の駐在保健婦の取材を通し、地域での暮らし
が鮮やかに浮き彫りになる支援の実例をご紹介いただ
き、生活を丸ごと見ている保健師活動の原点についてお
話しいただきました。また、歴史を学ぶ意義について、今

の時代に閉塞感を感じている保健師が、現代を『相対化』
することの重要性や、時代が変わっても、地域が変わって
も、保健師活動の歴史には現代の課題に応えられるヒン
トが詰まっていることを示唆いただき、地域で鍛えられ、
現場で培ったものが、保健師の最大の武器になると、現代
の保健師に対するエールを頂きました。
　GWでは、「地域を語れる言葉を持っている保健師は、
生活の中で地域を見ている」という先生のお話から、地域
に出向いて生活を知って活動することは、昔も今も変わ
らない保健師のコアであることを再確認し、また、家庭訪
問のコツや個別支援の技術を具体的な言葉で残していく
ことの重要性や、言葉だけではなく抽象化して次世代に
つなげていくことの必要性（伝承の方法）についても共有
しました。保健師の専門性の奥行きの深さを考える集会
となりました。
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　新型タバコには非燃焼・加熱式タバコと電子タバコの２種類があり
ます。近年、「従来の燃焼式タバコと比較して健康リスクが少ない」「受
動喫煙の危険がない」「においがつかない」と急速な広がりを見せてい
ます。また、煙がでないので禁煙エリアでも吸えると誤認されている
方も多いと思います。しかし、本当に健康リスクが少ないのでしょう
か？新型タバコにおける、病気と死亡リスクとの関連性について科学
的証拠は得られていず、推測にしかすぎません。
　日本呼吸器学会より、①非燃焼・加熱式タバコや電子タバコは健康

に悪影響を及ぼす可能性がある②受動喫煙によ
る健康被害が生じる可能性があるとの見解が出
されています。
　新型タバコにも様々な種類があります。一律に
語ることはできないと思いますが、健康に何らか
の悪影響があるとの見解が出されていることよ
り、がん予防のためには新型タバコを含めた禁煙をおすすめします。

(広報出版委員会　記)

道民の健康情報 がんを予防しよう！①～新型タバコについて～
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